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【研 究 ノー ト】

    ス ウ ェ ー デ ンの 新 大 学 制 度

一 新世紀への挑戦か
,粗 製濫造か?一

延 岡 繁*

(1)緒 論:2大 学4学 部と高等専門学校の伝統を破る

 北欧スウエーデンの多種多様な諸大学の全体的な現状 と未来像 を限られた

紙数の中で描写 してみようという筆者の暴挙を先ずはお許し願いたい。

 さて,こ こ数年来,「 スウェーデンは変わった!」 と言うのが,ス ウェーデ

ン研究家の偽 らざる声である。現在のスウェーデンは,か つて幻想的,理 想

的に語 られた り,書 かれた りしてきた 「スウェーデ ン」 とは,比 べ られぬ程

に急変したとい うことである。それは新世紀への挑戦で もあh,時 代の要求

への妥当な対応なのか も知れない。その一つに国の高等教育 と高等研究を担

っている大学制度と研究機関制度がある。筆者が今年(1999年)の 夏,ス ト

ックホルム大学,リ ンシェーピング大学,ス ウェーデン教育省などを訪ねて

新たに入手した資料 をもとに,こ の辺を検討してみたい。

 ヨーロッパ各地に大学が創 設されたのは1100年 代か らであるが,ス ウェー

デ ンは地域性 もあ り比較的に遅れて,1477年 に最初の大学がウプサ ラに,

1668年 に第二の大学がル ンドに創設された。両大学 とも教会 との関連が強

く,神 学,哲 学,法 学,医 学の4学 部が順次に整備 され,そ の伝統が今世紀

まで続いていた。

 しかし,ス ウェーデ ンの高等教育制度で無視で きないのは,他 の ヨーロッ
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パ諸国と同様 に,大 学 とは別に高度な職業技術教育を目的とした高等専門学

校(以 下,高 専 と省略)が1800年 代か ら創設 され,発 展 して きた ことであ

る。その大半は地方の有力者や篤志家の発案,主 導,出 資に因ったため,国

家 の監視や統制 も少なく,自 由学校 とも呼ばれた。その中でも1820年 代 に創

設された2校 が注 目される。その一つは,イ エテボリイのシャルマ ッシュ ・

スロイ ド学校(1)で あ り,1937年 に国立 とな り,シ ャルマ ッシュ工業高専(z7

と改名 されたが,現 在で も,イ エテボリイ工業大学 とは改名 されず,そ のま

まの名称で存立している。もう一つは,マ リエボリイ砲術学校(3}で,1877年

よ り王立工業高専(KTH)㈲ となり,こ れもス トックホルム工業大学 とは改

名 されずに今 日に至っている。

 第3の グループは都市 コミューン(日 本の 「市」に相当)創 設の高専である。

1878年 創設のス トックホルム高専 は現在のス トックホルム大学(1960年 創

立)の 前身であ り,同 様に1891年 創設のイエテボリイ高専 は現在のイエテボ

リイ大学(1954年 創立)の 前身である。

 1900年 代 に入ると歯科医高専,商 業高専,獣 医高専,林 業高専,農 業高専(5}

などが創設 された。大学 と高専 の違いは,高 専には夫学院 と学位授与がない

と一般的に言われているが,そ れは誤解である。特に1900年 代前半では修士

課程が,1940年 代か ら1975年 代 までに博士課程が大半の高専にも創設され,

学位授与も行なわれている。1960年 代 は全世界 で大学が荒れた時代 だった

が,ス ウェーデ ンも同様 でその結果 として大学制度改革の時代 となった。

1968年,大 学制度審議案(U68)(s)が 国会を通過 し, sO(学 校審議委員会)〔7),

UHA(大 学および高専局)(8), AMS(労 働市場委員会)(g}が 高等教育の管理

と運営 を行なうこととなった。そ して,大 学,高 専の学生定員総数を当時の

10万 人から15万 人に増加させることとなった。当時の総人口は約700万 人,

大学,高 専学生の総人口比1.4%を1.5 へ と引 き上げようという目的であっ

た。1970年 代はその完成に使われた。1980年 代は大学院と付属研究機関の創

設 と充実の時代 であった。

 1990年 代は不景気 と低成長の重苦 しい時代となった。今世紀に創設,新 設

された全てのものが役 に立たなくなった。ベルリンの壁の崩壊 に始 まる東欧
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共産圏の崩壊は西欧世界にも大きな動揺 をもたらした。スウェーデンも深刻

な経済的不況に見舞われ,企 業の合理化,構 造改革などで多 くの失業者を出

した。それは1930年 代の不況にも匹敵 した社会不安であった。そして,そ の

建直 しのために全世界が変わったが,特 にEUに 参加したヨーロッパ諸国が,

その後 の10年 で驚 くほ ど変わった。北欧の一国スウェーデンも近隣諸国との

国際化 が更に深 まり,一 国の動向が全 て外国との関連によって決定されるよ

うになh,経 済や財政の意味が以前にも増 して増大し,そ れが国や社会の全

部門に浸透 してきた。また,コ ンピュー タとか,携 帯電話 とか,衛 星放送 と

かの新 しい技術 開発や情報システムが短期間のうちに大衆 にまで普及 し,従

来 とは全 く異なる新 しい政治,経 済,財 政のシステムが国の今後の発展のた

めには必要であることが判ってきた。

 幸いにもスウェーデンは現在,経 済的には,グ ローバルに回復 し,将 来に

対する多 くの可能性が期待 され,企 業投資が増加 している0政 府は,出 費の

削減には神経質になっているが,教 育予算の増援には積極的であった。それ

でスウェーデンは 「新 しい大学 と高専の時代」 を迎えることができたのであ

る。それは大学,高 専の新設,新 築,新 組織,革 新,質 的向上を意味 し,ス

ウェーデ ンの全高等教育機関は量的にも質的にも大発展期 を迎えることとな

った。

(2)共 生,共 創の時代の新 しい大学,高 専の時代

 1995年 以降,突 如 としてスウェーデ ンは大学,高 専 の新設時代に突入 し

た。現在,新 旧を合わせて,11大 学,43高 専,1研 究所,1財 団があ り,カ

ールス タ,ヴ ェクシェー,オ レブロ〔10)の3大学は1999年1月1日 に開校 し

た。大学,高 専は更に増加 の傾向にある。その背後 には国の高等教育機関は

かつてのように特殊 な少数エ リー トの養成機関ではなく,国 民一般のために

開放 されなければならないという存在価値観 と国の教育政策の画期的な変化

があったか らである0特 に,21世 紀 に多発するであろう複雑怪奇な諸問題
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は,世 界の全地域の全住民の問題であ り,そ の解決 と克服 は自分の住む地域

の社会,文 化,生 活 などの問題解決同様 に,世 界に通ずる価値 と資質がある

という 「共生,共 創の時代」の意識に目覚めたようである。そ して,高 等教

育機関としての大学,高 専 を 「みんなで持つ国」 としてのスウェーデ ンへ と

生まれ変わる見識 と意欲があったことが窺 える。

 現在,ス ウェーデ ン全国の大学,高 専の学部学生,大 学院生の総数は30万

人,職 員総数は5万 人である。つ まり,ス ウェーデ ンの大学,高 専は雇用者

数最大の国営事業なのである。年間総予算は300億 クローナ(11)である。 とは

言え,そ れぞれの大学,高 専の規模や形態の違いは大 きく,最 大のルン ド大

学では,職 員数は約6千 人,学 生数 は約3万6千 人であ り,オ ペラ高専では

職員数20名 で,学 生数は50名 である。

 現在 も今後も社会情勢 と労働市場の変化は急激であり,専 門知識は質量共

に急増し,生 活の全分野で新技術が開発 され,導 入され,直 ぐにまた更新さ

れている。それがために,現 代では役 に立たない教科の教育は排除され,実

用性に富む高質度な教育のみが要求されている。「生涯学習」という言葉 も,

趣味や遊びを身につ けるいう昔的な意味ではなく,社 会生活 と労働活動 を豊

かにする新知識 と新技術 を学習するとい う意味に解釈 されて きている。そし

て,高 等教育機関の大学や高専を所有する社会 は文化的に豊かな独創力を築

けることが判って きてお り,こ の不安な時代 にこそ,教 育投資が社会的にも

必要不可欠で,有 意義であると理解 されている。教育投資は未来への投資で

ある。つまり教育が将来,社 会に富をもた らすのであ り,ま た,高 等教育機

関が存立する社会こそが富める社会なのである。また,高 等教育は人間を個

性的に成長させ,社 会を文化的に発展させ ることなどがスウェーデンで も受

け入れられている結果だと考えられた。

 大学,高 専の鍵は新知識をいかに教育するかである。高質度の教育 は個々

の学生に卒業後のバラエティに富んだ豊かな人生 を約束し,ひ いては地域社

会の文化環境を促進するものである。大学,高 専 こそが入間の知識 と教養を

高め,家 庭,社 会,労 働の中に統合 し,安 定 した人生を築 く最善の保障なの

であるとしている。

(4}
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 続いてスウェーデン教育省が発行した 「新大学,高 専制度」(12)で強調して

いる,日 本とは違 った数点を拾 ってみ よう。

(3)公 正な入学許可

 日本 と違 って大学,高 専への入学試験を行なわないことを原則 としている

スウェーデ ンでは,入 学の許可,不 許可判定の基準 には高校 の内申書と成績

が重要であるが,多 種多様な全国の高校 を何 を根拠 として比較検討するのか

が筆者 には疑問に思えた。 しかし,何 を判定のクライテリオ ン(基準)に する

かは,大 学,高 専の各学科で決定する権利が1998年 に閣議で決定された。 し

か し,既 に1996年 に国会及び閣議で大学,高 専への入学許可決定は法的に公

正でなければな らない と決議 された。結局,公 正であれば,そ れは各大学,

高専の自由裁量により決定とい うことなのである。 しか し,入 学希望者が入

学許可定員数より多い学科では入学許可の選択の基準を設定すべ きだが,現

在,全 国的な基準はないとのことである。しか し,現 在,多 くの大学,高 専

では,入 学決定者総数の約3分 の1は 高校の学業成績の良い順に許可 し,次

の3分 の1は 労働経験 を評価 した上で簡単な入学試験を行 ない,そ の結果で

許可す る。例えば,建 築学科の入学志望者で,建 築関係の仕事の経験がある

なら,大 学,高 専の勉強について行けるだけの物理学や数学の知識があるか

どうかを学力試験をして評価するとか,医 療 関係な ら,同 様に化学や数学の

試験 をして,評 価 し,決 定するなどである。残る3分 の1は 面接 し,志 望者

の特別な才能,意 志,特 技 などを評価 した上で決定するとのことである。さ

て,こ れにやや似たのが,日 本の俗称 「スポーツ入学」や 「タレン ト入学」

だが,大 学,高 専対抗のスポーツ試合 など全 く行なわれないスウェーデンの

大学,高 専では,残 念なが ら,そ れはあ り得ないのである。 しか し,近 いう

ちにVHS(13}が 「入学許可の薪システム」 を考案 し,通 達するとのことで

ある。このように,ス ウェーデ ンにおける大学入学許可には(1)内 申書,(2)

試験,(3)面 接の三方法が取 られているのである。

C5)
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(4)男 女平等と男女均等雇用問題

 女性 開放運動が前世紀の中頃から胎動 しはじめたスウェーデンでも,大 学,

高専の教育職の世界は男女平等と均等雇用の実践が最 も遅れた男性優位社会

である。「教職男女均等雇用法」G4)は1995年 に設定され,そ の改善に関係者は

連 日努力 しているとのことである。

 さて,申 央統計局1996年 発表の教育界の男女比率表(r5)を,や や古いが引用

する。

(職種,そ の他)

教授

助教授,専 任講師

博士号学位取得者

大学,高 専院生

大学,高 専卒業生(学 士)

大学,高 専学生

大学,高 専入学志望者

(男性比率) (女性比率)

 92%    8%

 78%   22%

 68%   32%

 60%   40%

 41%    59%

 44%    56%

 40%    60%

 この統計を見 るか ぎり,女 性 の社会進出が進んでいると言われているスウ

ェーデ ンだが,実 際には,ア メ リカはもとよh,他 のヨーロッパ諸国と比較

しても決 して高 くないことに気がつ く。この問題について,い くつかの優れ

た著作(16)もあるが現在,ス ウェーデンが取 り組んでいることとして,次 の3

点が見 えた。

1.各 大学で教育職採用に際 し,目 的にかな う限 り,男 女均等雇用に努力

 する。

2.男 女均等雇用 は単に数値的,外 見上の問題ではなく,法 的な男女平等

  と共に,教 育職の 「質の問題」 とも関係する。院生以上は男性が優勢

(6)
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  なので,早 急な変化は難 しいであろうが,近 き将来,高 等教育,特 に,

  院生,学 位取得者への女性の進 出と増加が必要であるし,ま た見込ま

 れてもいる。

3,2005年 までに,現 職教授2,500名 の内1,000名 が定年退職予定であり,

 女性教授職が全体の20%を 占める機会となるであろう。それには全高

 等教育機閨,研 究機関への女性進出が重要な鍵である。
                   '.

(5)自 然科学系部門と工業技術系部門への偏重

 新 しいスウェーデンの大学,高 専には簡単に言えぱ自然科学系部門と工業

技術系 部門(NT)重 視の傾向が見 える。最近は産業界か らの強い要望に応え

て,9,000名 定」員が増加 されたか らである。国の 目標 は2005年 には自然科学

系,工 学系 の学士試験合格者数 を1985年 代の2倍 増加 としている。 しか し,

その目的達成は唯,大 学,高 専の入学者の定員を増やすのみではな く,そ の

下部にある自然科学系 と工業技術系高校の定員増加が必要 とされ,そ れも現

在,既 に着手され,高 卒生の多 くが大学,高 専のNT系 の高等教育への進学

を期待 されている。

 日本 と違い授業料 は国家負担であ り,学 生の生活費は無償奨学金 と返済が

必要な育英資金(個 人借入)で 運用されるスウェーデンでは,学 校新設には

膨大な国家予算を伴 う。 しかし,28～48才 までの大学生用奨学金と育英資金

がNT-SVUXと して,増 設 された9,000名 の学生の経済的援助の道も確

保 されている。もちろん,新 しいNT系 は伝統的には男性が優勢だが,こ の

方面への女性の入学 も容易にしている。例 えば,リ ンシェーピング大学工学

部の学生男女比は,1997年 発表の統計によると,工 学部全体では80%が 男性

だが,イ ンフォーメーション技術学科では50対50で 理想的である。更にNT

系学部の大学院教育 を質的にも向上させ,量 的にも増加 させ,2005年 にはN

T系 学部の博士号取得者 を1985年 代の2倍 にする予定である。また,NT系

学部 と人文学系,社 会学系学部 と組み合 わせた教育プログ ラムの新開発 も

(7)
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着々 と進め られている。同時に,新 しい大学,高 専教育を生か して新しい職

種 を開発 し,新 しい卒業生を社会 に送 り出す試み も続けられている。例えば,

環境保護技術学士,デ ザイン技術学士,経 済経理技術学士,音 楽音響技術学

士などで,す べて社会からの要望が急増 している職種でもある。

(6)教 師養成機関の改革

 スウェーデン全国では教育高専(高 等師範学校)で 毎年,35,000人 の学生

が学んでいるが,特 に質的な向上が内外か ら要求されている。1998年 度の教

員試験では,コ ンピュー タと他の教育情報器具が教室で使える技術習得が義

務付 けされたO高 等教育を向上整備するには国民の義務教育 としての基礎教

育が重要であり,そ れを担当する教師の資質 を強化整備する教科が教育高専

で取 り入れられるのは当然であ り,そ の国家予算も計上 されている。

(7)大 学,高 専の三つの使命

 新 しい大学,高 専は唯,建 物を建 て,教 師 と学生 を集めて授業 と研究をす

るのみではない。各大学,高 専が建 っている地域 との交流,共 同,協 力,す

なわち地域あっての大学,高 専であ り,地 域 との共生,共 創,共 労ので きる

大学,高 専でなければならないとされている(エ7)。これはスウェーデンの大

学,高 専の新たな試みである。

 大学,高 専が発展す るには外的な刺激が必要である。新 しい知識は教育機

関内だけで発展するものでな く,外 部か らの疑問や問題に応 える中で創造 さ

れてゆくのである。それ故に,一 般社会,市 民団体,会 社,マ ス コミ,自 治

体,一 市民などとのコンタク トが必要である。同様に,地 域社会 も大学,高

専の生み出す新 しい知識を巧みに利用できる。 また,研 究者の生活 も居住地

の環境に左右 されるのである。新 しい大学,高 専はそれ 自体の教育活動の他

(8)
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にも,地 域社会での実習活動ができる経験豊かな教師を必要 としている。

 大学,高 専の研究結果の情報公開活動も三つ 目の重要な使命である。大学,

高専の調査研究の情報はインターネッ トなどを通 しても公共機閲や民間会社

に伝えられ,共 同や委託で調査や研究を行なう道が開かれている。

(8)質 的な向上

 内閣は大学,高 専の質的向上には関心 を示 してきた。またスウェーデ ンの

大学,高 専 は常にOECD諸 国内の大学,高 専 と質的な比較をされてきた。

今 まで,ス ウェーデ ンの大学,高 専は国際的には上質な高等教育機関だとの

評価 を受けて きたが,そ れに甘ん じれば将来が危 ない。高等教育と研究機関

が激変する時代に生 き残るためには,そ の全体 を改善 しなければな らない0

それは大学,高 専の全組織,教 職員,職 員,学 生,理 事会 などが一体 となっ

て取 り組 まなければな らない問題である。

 高等教育局は大学,高 専 の質的向上の鍵を握 る政府機 関である。1999年 に

全大学,高 専の質的向上計画を発表し,適 正な教職数などを検討 したが,な

おスウェーデンの大学,高 専 には教育,授 業の内容 と方法,卒 業試験,学 生

の意見の実現,地 域社会との関係,指 導部の構成などに問題があることも指

摘 されている。高等教育局は1970年 以 降,10年 毎に報告書を国会に提出して

いるが,英 語,数 学,化 学,国 勢学な どは検討 しやすいが,そ の他の教科の

質の測定 とか,各 々の大学,高 専の質を比較検討することは極めて困難であ

るとしている0結 論を言えば,教 職者 こそが教育 と研究の質を保障する資源

である。そのため,全 ての教授は教育 と研究に従事すべきであるa実 際には,

教育は研究 との関連か ら知的に再構成 され,教 育の理念 と実践の結集へ と向

かい,学 生に大 きな影響を与えるのである。1997年 以降は全ての教職者が研

究にも従事 しておh,全 ての大学,高 専がそれぞれ独 自の着実な研究成果を

出している(す なわち,予 算措置,研 究設備,研 究発表手段が講 じられてい

るのである)Us)。

(g)
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 大学,高 専の教職者にとって,前 述のように,教 育業績 は非常に重要であ

りsそ の結果 は教育 に直結している。研究機関の研究員から大学,高 専の教

育職 に移動 した り,ま た,兼 務する教職員は年々増加 している0そ のため,

大学,高 専は予算の許す限 り教職員の研究を援助すべ きである。大学,高 専

は教職員の教育業績 に更に高度な要求 をすべきである。それは大学,高 専 が

持っている自己資源の更開発であ り,教 育職員は自分を自分で再教育 し,質

の向上 を計れるからである。 また研究の分野について言えば,教 育的な意図

の ものだけなどと伝統的に範 囲を限定すべ きではなく,い かなる研 究で も,

今 日の発達 した情報網に流せば,必 ずや他の研究者の 目に接 し,そ れな りに

評価 されるか らである。内閣も学校教育局 も毎年,そ の予算 を計上している。

中でも工業技術者教育部門の質を高める教育は最近,特 に充実 してきた。工

業高校卒業生が大学,高 専の工業技術教育課程に進学す ることで,非 常に質

の高い技術者教育が施 される。更にそれと平行 して,プ ロジェク ト・ワーク

として技師や,技 士の付加教育(講 習会,講 座)も 行なわれている。特にリ

ンシェーピング大学のプロジェク ト・ワークは国会でもモデルケースに指定

された。 この ような特科の新設は刺激 となって新 しい学生を集め,新 しい教

育 を興 している。新設学科で も他の学科 と同様に,教 育 目的,構 成,内 容,

授業,試 験,な どが用意されている。また工業技術系学科では多 くの学生が

入学できるように入学条件を緩和 している。特に女子入学志望者には有利な

条件を考慮 している。特 に質的向上が検討されている高専は,保 健高専群で

ある0そ の多 くは以前,コ ミx一 ン(地 域自治体,市 に相当)や ランステイ

ンゲ ット(地 方自治体,県 に相当)が 設立 し,運 営 していたものだが,最 近,

国立高専へ と移行 した。それに伴い,大 学院や研究機 関も創設され,他 校 と

の共同研究も奨励促進 され,こ の領域全体が質的に も一段 と向上 した。

(9)学 生 と奨学制度

日本 と非常に違う点は国,社 会,大 学,高 専の学生に対する認識と態度と

(so)
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保護保障制度である。国や大学,高 専側の主張を拾い上げてみよう。

 高等教育は先ず第1に 学生のための ものである。大学,高 専 は学生の関心

を取 り上げなければならない。高等教育は単に就職準備のためにあるのでは

なく,高 等教育により学生自身が個人的にも人間的に成長することが重要な

のである。学生 自身が 自覚して自分の教育 に相応 しい生活環境 を確立 しな く

てはならない。

 学生 自身が質の高い教育に対応 しなければならないO学 生自身がどうすれ

ば効果的に勉 強がで きるかを知恵 と経験 を生かして検討 しなければならな

い。学生会は各種の大学,高 専の理事会,委 員会,国 会の諮問機関や決議機

関に代表者を送る権利が閣議で決め られてお り,指 導部も学生の意見 と協力

を求めているのである。また,全 学生が学生会 に加入 し,学 生会活動 に参加

する権利 と義務がある。学業成績は,誤 用 されない限 り,学 生の学習効果を

測定する重要なものである。十分に計画準備された教科が教育的業績 と経験

の豊かな教師によって運用 されれば学生の学習効果は向上するものである。

大学,高 専 のあらゆる面に学生の意見や要望が取 り入れられて運営 されるこ

とが重要であり,と りわけ教師と学生の 日々の接触が両者の理解 と協力のた

めに不可欠である。

 現在,ス ウェーデンの大学,高 専における学生総数は約30万 人であるが,

中には経済的に不安定な社会生活を送 っている者や働 きなが ら勉強をしてい

る者 もいる。 日本では苦学,ア ルバイ ト,夜 学 などは,か つては立身出世 し

た名士の話によく出て来たが,ス ウェーデンでは学習や勉強 を労働,動 労,

就業 と同様に 「アルバイ ト」{19)(=仕事)と 社会的に解釈 し,学 生が学業に専

念で きるように,経 済的,社 会的に可能なか ぎりの援助 と支援施設が設置さ

れている。学生会 も大学,高 専 によりその活動 も多様だが,託 児所から学生

アパー ト,生 協店の建設と運営など日本以上に学生の問題の解決を取 り上げ

ている感がする。取 り分け政治活動が盛んで,彼 らの利益代表を国会や地方

議会に送 り込 もうとし,学 生会 の活動家の大半は政党の青年部員が多 く,国

政では社会民主党が強くて も,大 学,高 専では反政府的な気運が強 く,保 守

系政党の学生が会長に多 く選ぱれている。学生会選挙は国や地方の選挙 と同

(11}
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じく,各 々立候補者 を挙げている政党を投票するのである。学生会役員か ら

政党入 りし国政の大 臣にまでなった人物 もかな りい る。政府は毎年不足 して

いる学生マンションを年間15,000戸 ずつ建設する約束 をしている。

 「スウェーデンは世界でも珍 しく寛大 な奨学制度を持 っている」㈱ と,ど

この大学,高 専 の入学案内書にも書いてあることが驚きである。 また,御 丁

寧に支給額は全 国一律で1998年 度の無償奨学金は月額1,973ク ローネ,奨 学

資金は月額5,125ク ローネ,奨 学金の返済は定年退職する65才 までにと書か

れている。 しか し,学 術国家スウェーデンの宣伝文句のようなこの制度にも

問題がある。学生側か ら毎年提出される要求は無償奨学金の増加であ り,政

府も2000年 度 より,無 償奨学金対返済義務付奨学資金比を現在の28%か ら一

気に40%へ と引き上げる計画である⑳。その理由として,現 行の奨学金制度

は政府の財政計画上,他 に仕方のない近視的方式だが,長 期的観点か らすれ

ば決して良 くないものである。但 し,こ こ数年間は政府は大学,高 専の新設,

増築に関する建造費 に教育予算の多 くを使 ってお り,奨 学資金の増額はその

次に回されている。

(10)国 際協力

 スウェーデンも他のヨーロッパ諸国 と同様に大学,高 専における国際協力

は非常に盛んである。特 に大学院や研究所の活動の殆 どが国際的といえる。

また,学 生,研 究者,教 師の うち毎年,約2万 入がスウェーデ ン政府の奨学

資金制度で,更 に約3,000名 がEUのErase皿us奨 学金制度を利用 して外国の

高等教育機関で勉強をしている。また,ス ウェーデン側の奨学資金で約5,000

人の外国入学生がスウェーデ ンの高等教育機関で勉強をしている。

 日本 と非常に違うものとして,1991年 より国策として毎年約1億 クローネ

のプロジェクト予算 を計上し,ロ シア,エ ス トニア,ラ トヴィア,リ トアニ

ア,ポ ーランドの東欧5ケ 国から1,500名 の学生を招待留学生 として受け入

れていることである。また,各 大学,高 専で東欧研究促進のために1億2千

(]2}
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万クローネの特別予算を取 っている。

(11)通 信教 育,図 書館,コ ン ピュータ室

 スウェーデンでは近年特に通信教育,図 書館,コ ンピュータ教室の充実の

ための新プロジェク トを開始 した と大 きく伝 えられているが,日 本やアメリ

カ,ま た,他 の ヨーロッパ諸国に比較 して,小 規模である。例えば,ス ウェ

ーデ ン側が自慢 している通信教育でも,1998年 創設で2000年 度の定員目標 は

1,500名 だが,受 講者数がかなり定員割れしているらしい。それに,ス クーリ

ング制度なども未整備であった。また,こ の種の教育で問題となる単位認定

と卒業資格で通信教育終了者が一般大学,高 専 と同等の単位 と学士としての

学位 の認定が行 なわれるのか との質問に教育省の事務官です ら解答で きない

始末であった。この制度は将来整備されるであろうが,か つて 日本 にもあっ

たように,学 校側は大学講義録的な本 と問題用紙を郵送 し,受 講生は一定期

間内に解答を返送し,あ る数の科 目が終了すれば卒業 といった制度の印象を

得た(22)。スウェーデ ン側はイ ンターネットを使う新 しい学校制度だと解説 し

ているが,こ の制度が軌道に乗るまでには試行錯誤が相当続 くと考えられれ

た。

 また,大 学,高 専図書館網 とコンピュータ ・ネッ トワークの整備費として

新予算案が閣議を通過 したことを非常 に喜んでいた(23J。

(12)新 しい大学,高 専の新 しい機構

 1993年 の 「大学,高 専改革」以降,各 大学,高 専の自治権,自 決権が拡大

し,人 材確保や卒業試験制度,教 育内容や組織の比較的多 くの部分を独 自に

決定 している。国は目標や限界のある部分を明示 し,主 に各大学,高 専別に

経済,教 育の方向,資 源の分配の責任を担 っているだけである。

(13)
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 また,そ れまで大学,高 専 を管理 してきた公的機関の教育省の大学,高 専

局(UHA)を 廃止した。そして,1994年,大 学,高 専公社(HV){鋤 を独立

した形で新設 し,学 生の入学や在学,教 育活動な どの現状の把握,改 善,広

報活動の監視の責任を持たせ,以 前と違い各大学,高 専を法的にも独立性を

確保㈲ させたことである。

 大学,高 専は内閣が行った新改革を確実に実行するために指導者を増やし,

質の向上,多 元的教科 目の増大,非 画一的教育の実践,男 女平等(均 等雇用

主義)の 徹底,地 域社会 との協力共同なども促進した。その根拠は1997年,

内閣が提出した 「大学,高 専の指導,教 官,組 織にかんする条令」通称,「 教

員構成条令」⑳ である。

 大学,高 専の教員採用の基準は近代化 され(2z}社会の必要性(鋤 に適用され

なければならない。大学,高 専では教育 と研究が同等 に重要な活動であるこ

とには何 ら変わることがない。スウェーデンの研究活動 を国際的見地から分

析すると,教 授 を研究 と大学院教育に,講 師を学部教育 と研究に専念 させ る

傾向だが,そ れが効果的だとは決 して評価 されていない。実は教育には熟達

した教育的手腕(能 力)が 全行程で重要であ り,教 授,講 師の採用に関し,

教育的能力を高 く評価することが望まれている㈲ スウェーデ ンの教授職数は

全教職員の14%で しかない。教授職が設定されていない教科 もた くさんあ

り,そ の ような教科が大学院教育から研究施設へ と発展する道程はかな り長

い と考えられる。学制改革で取 り上げ られたが,新 制度では教職員を研究助

手,助 手,講 師,教 授の4種 類 とすることになってる(39)。

 教授 とは1教 科 において教師として十分な資格 と能力を持ち備 えた者に与

えられる称号である(31)。そのため,将 来教授 となりえる資格と能力の試験 を

通過 した者のみが臨時に講師として採用 される{32}。そして,各 講師,教 授の

知的,教 育的職務 を通 じて大学,高 専の質の向上が可能 となるのである0教

授職新設の申請は年々,増 加 してお り,数 年後には教授数は倍増されるであ

ろう。その結果,大 学,高 専中最 も重要な資源である質の高い教師が量的に

も増加するであろう。各大学T高 専は競って若 くて意欲的な教師や研究員 を

採用 し保持するのに懸命である。それは必ずや教育と研究の面で良い結果 を

(14)
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もた らすであろう。 また,こ の改革に より,教 授の分担が細分 され,各 教授

の職務 は軽減 されるが,教 科 自体 は再成長し,質 も向上するであろう働。

 大学,高 専を法的にも組識的にも責任 を持つのは理事会である0大 学,高

専内から選ばれる学長は活動の責任者 である。外部団体である大学,高 専委

員会は学長と理事会への有力な援助機関である。そのため理事会々長は大学,

高専の外部に生活の拠点を持つが,大 学,高 専への使命を達成できる入物で

なければならないと国会は決議 している㈲。

(13)大 学院と研究員制度

 大学,高 専での砺究が社会の発展 にますます重要 となってきている。スウ

ェーデ ン政府は過去数十年間,研 究助成政策を実施 し,好 結果を生んできた。

重要なことは政治家,企 業家,研 究家たちに共通 して研究事業促進の強い願

望があったことである。研究事業への投資はス ウェーデ ンの産業界 に非常に

良い結果を与えた。現在,ス ウェーデンの世界的な大企業一 例えばABB,

エリックソン,ア ス トラ,ヴ ォルヴォ,サ ーブ,林 業会社などが急成長した

要因は,各 社の製品の大 きな国内需要があった こと,基 礎研究がしっか りし

ていた こと,伝 統的に技術者たちの技術が質的に高かったこと,労 働者 たち

も高度な教育を受けていたこと,企 業 も企業家 も独創的であったことなどが

挙げられている。

 研究に金 を掛けるのは得策ではない と考 える人もいるが,広 く長い目で見

れば経済的にも割 りの合 うものである。国家財政はいつ も節約がモ ットーだ

が,研 究費だけは増額されている。それは単に大学,高 専内に留まらず,国,

県,財 団,EU諸 国内の研究者へ も増額され,1998年 度はGNPの 約1%ま

で引 き上げ られた(34)。

 各研究機関への研究資源の分配は大学,高 専,研 究委員会,研 究財団など

の研究者集団自身が参画す るのは当然だが,内 閣と国会が研究の目的 と方向

を決定することが重要である㈲。

(15)
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   「研究の 目的は 自然界,社 会,文 化の基礎的な新事実を引 き出 し,

  (よ り良い)健 康,文 化,福 祉,環 境 などを創 り出し,保 全することで

  ある。研究 は地域の経済的発展,社 会改革,継 続的発展 を促 し,雇 用

  と福祉 を増大するものである。また,研 究は国民一般の高等教育の基

  準を高め,批 判的思想を起こし,社 会関係 を科学的に築 き上げ,国 際

  問題 国際平和,世 界的規模の問題の解決に役立つ」とされている(3s)。

 研究には内容の質,応 用性,地 域社会 との関連性が重視されていると同時

に研究の倫理面 も問われている。例えば,研 究者の住 む社会での男女同権,

男女均等雇用問題な どである。また,研 究は単に一大学,高 専の中だけでな

く,そ の役割や資金が世界的な視野の基で用いられるべ きである。

 スウェーデンの研究資源(冨 予算)は 研究財団などか らの資金調達が近い

将来,急 増する見込である。 また,国 家の教育予算も,GNP増 加につれて

研究資金を連動的に増強する教育政策を執っている数少 ない国でもある。と

は言え,現 在ある資源を更に効果的に動か し,十 分な結果を出さなければな

らない。それ故に十分 に機能する研究財政システムを採用し,多 種多様な研

究領域 と研究プロジェク トの中で優先順位を決定することも重要である。そ

こで,現 在,内 閣内に調査委員会が設置 され,ス ウェーデン全国の研究機関

と研 究領域の幅広い調査や分析 を行い,そ の結果,研 究領域 と責任 の分担,

地域社会からの要望,研 究の可能性などを検討 している。

 社会は常に科学的知識が豊富で有用な人材 を必要としている。そして,そ

れは年々増加拡大 している。 また,社 会のあらゆる場所で年々進歩 した高度

な能力が必要になってきている。そのため研究部門に期待 される研究課題 も

研究作業も驚 くほど高度化 されている0そ のため能力のある研究者が益々,

研究成果を上げるためには生活の経済問題にも保 障が必要である。 もし,そ

のような保障がない研究者は前進が阻まれる危険性がある。社会には更に研

究 と改善作業が必要である。例えば,ど この中小企業でも,独 自な創造性 と

発展性がなければ直 ぐに経営は苦 しくなるものである。そこでまた更に有能

な科学知識を持った入が必要なのである。

 スウェー一デンでは2010年 には今 日の2倍 もの博士号取得者が増えることに

{16)
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なっている。1970年 には大学 院教育を受けた人は約1万 人しか居 なかったO

それが,現 在では約2万5千 人に増えてお り,zoo年 には博士の数だけで5

万人に近付 くのである。 しかし,そ れでも足 りないのである。何 としても大

学院教育,博 士課程 を全国に,し かも早急に,拡 大,再 整備,充 実,完 成さ

せていかなければならないのである。 また,国 民の多 くを高等教育,特 に大

学院教育,博 士課程にまで導入 しなければならないのである。また,修 士,

博士課程を整備するとともに学位認定試験制度も再整備する必要がある。

 博士号学位取得者が急増 した原因の1つ に博士号保持者の就職先の増加が

ある。最近,地 方の新設大学,高 専での博士たちの仕事が増えてきたが,こ

の需要には積極的に対応する必要がある。

 大学院教育のもう1つ の問題 はその教育課程の構成 と効果性の点である。

特に,人 文学部,神 学部,法 学部,社 会学部で は学位認定試験の受験者が期

待 したほど増えていない。勿論,こ れ らの学部の博士課程で昏ま比較的長期 間

の研究を続 ける者が多 く,学 部入学者は比較的多数だが,博 士課程入学者数

はさほど多 くはな く,博 士号学位取得者の高齢化が 目立つのである。また,

大学院学生の生活上の経済問題がある。多 くの学部学科で社会生活ができる

経済的能力のない者 までも院生として入学 を許可したが,そ れは大学院への

入学志望者が少なかった結果から起 こった悲劇である。そ して,大 学院教育

改善案が国会を通過 した0こ の改善案の骨子 は各大学,高 専は院生の社会生

活上の経済問題も責任を持 たな くてはならない とした。その結果,今 日では

大学院入学者の数は驚 くほど増大 した。つ まり,院 生は適切な指導教官(教

授)と(奨 学金,奨 学資金,賞 与,定 期借入金などで)経 済問題が解決した

のである。そ して,フ ルタイムで授業に出席 し,4年 間での学位取得が目標

となった。 また,事 情により例x.,ハ ーフタイムとしても8年 間で きるので

ある。

 資源(霜 予算)の 分配は,各 大学,高 専の要求は一応 は考慮するが,最 終

的には国会が決定することである(37}。つ まり,全 国の大学,高 専を人文社会

科学系,医 学系,自 然科学系,技 術科学系の4系 統 に分け,各 系統別に予算

額を決定するのである。

(17)
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 現在,国 の研 究予算の約93%は 規模の大 きな大学,高 専で使われてい る。

将来,大 学 は都市に集中され,研 究の重点もそこに移 りそ うである。 しか し,

中小の大学,高 専でも時には脚光を浴 びる新 しい研究が行なわれている。情

報技術の発達 により小規模な研究機関の研究者 でも,国 瞭的にもユニークな

高度の研究を遂行できるようになった。当然なが ら中小の研究機関では多方

面に渡 る大規模 な研究は不可能であるが,し ばしば特別な分野における独特

な高度の研究が成功 を修めているのである。そこで各大学,高 専は個性的で

特色のある独 自の研究機関を建設 し,内 容,規 模,設 備,環 境,質 など自発

的に開発することが国会でも内閣審議会でも討議された。そして,中 小規模

の大学,高 専は特に個性 を生かした独特 な研究に専念することとなった。

 例えばシェヴデでは優れたイ ンテリジェン ト・オー トメーシaン の研究施

設を作 り,地 域の会社 と共同研究プロジェク トを行なっている。高専側は限

られた資源 と活動範囲内でITと コンピュータ技術 の開発に賭けている。そ

の結果,現 在では,シ ェヴデ高専は小 さい高専だが,ス ウェーデ ンの大学,

高専の中では最大規模のコンピェータユニッ トを建設することに成功 し,更

に英国や合衆国との活発で最大規模の研究コンタク ト網を建設している。

 ヴェルムラン ド林業センターとル レオ工業大学 シェレフテオ研究所は小 さ

な研究所で も地域が必要とする高度 な研究の可能性 を示す良い二例である。

もし,ス ウェーデンの林業が国際競争力 を強化するには原料と製品の一層の

研究 と開発が必要であった。シェLフ テオでは高度 な医療技術を応用 して木

材内部の生命の研究 を行なった。そ して,普 通には人問の脳 を検診するレン

トゲ ン装置スキャナを使 って木材内部の品質調査をした。研究者は実際 に製

材所へ出掛けて行き,木 材をどの ように切 るのが最善であるか も調査 した。

 ヴェルムランドのカールスタ高専では地域の製紙会社 と共同で新 しい紙の

表面加工法などを研究したOそ れは再生紙の製造過程 にじゃがい もや小麦粉

の糊分の微生物反応を応用す るもので,そ の結果,材 質の悪い原料か らの再

生紙製造に際 しても漂 白剤を使用せずに表面のきれいな用紙 を創れるように

なった。森林に囲まれた大学,高 専でこのような研究を行なうことは実に理

にかなっていると考えられる。

(18}
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 メーラダーレン高専は工業技術者の教育機関で現在は約100件 の研究を行

なっているが,そ の分野は特 に限定された領域に集中している0中 でも,部

品や機械の製造行程の時間短縮を目標 とする 「リアルタイム ・システム」の

研究は世界的に脚光を浴びている。これもヴェステロース市のABB社 との

共同研究である。

 ミット高専 の研究所では地域の観光産業 と共同で,観 光産業の必要性 と可

能性 を研究している。 トロルヘ ッタン高専ではコンピュータのチ ップの稼働

性の増大化 を研究 し,ブ ラックホールを埋める新特許を獲得 している。中小

の大学,高 専 の研究資金の中には研究委員会や研究財団からの寄付金 も多 く

入っている。

 また,中 小の大学,高 専で も独 自に教授採用の権利があ り,そ して大学 院

を開設 し,独 自の研究を行い,博 士号授与 も原則的には可能であるが,そ こ

まで一足跳で発展 したところは1ケ 所 もなかったcas)。

 大学,高 専 における男女平等 と均等雇用は大学院や研究機関でも促進 され

ているQそ の結果,女 性がかな り進出し,か つて有力だったピラ ミッド型 の

権力構造が崩れてきた。また,学 問の内容が豊富 となり,自 立が確立 され,

伝統的な価値観が疑問視されている。男女平等 と均等雇用関係の専任職員18

名が新規に採用された。この件に関し,イ エテボリイ大学がモデル校 と指定

された。同校 には以前か ら女性運動史関係 資料の収集があった。それが基 と

な り全国の女性問題研究参考図書館 もできた。さて,ど この大学,高 専の女

性 の研究者も女性問題の研究者 も特別研究者助成金 を受けることができる。

リンシェーピング大学では複合学科研究テーマ 「性」を中心 として 「性問題

研究班」ができ,そ この女性研究者には実に魅力的な研究環境が兼備されて

いる。この研究は方法も対象 も幅広い視野 と観察か ら行なわれ,斬 新的,画

期的な研究成果が期待 されている。

 新 しい分野での新研究が人間の生活を大変化 させることを一般大衆は期待

している。特に医学部門で顕著である。その反面,人hは 大変化 を恐れてい

る。研究への信頼が研究活動増進への鍵 を握っている。現在,あ まり受け入

れられていない研究領域がある。それは 「遺伝子組み替え技術」である。新

(19)
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しい可能性 を開 くと同時に疑問が投ぜ られているのである。研究が同時 に倫

理問題に発展 した1例 でもある。多 くの研究が倫理問題で宙に浮いている。

ある種の動物実験や人体実験の問題ももう一つの例で,単 に方法論ではなく,

期待されない研究,倫 理的に問題 とされた研究 もある。 また,あ る所では,

研究者たちが自分の立場 と特権 を悪用 し,研 究成果の贋造,乱 用 も増えて き

ている。そのため内閣内に 「研究審議委貝会」が設定され,幅 広 く研究 を倫

理面か ら検討し,そ の責任 をはたしている。

 極 く小 さな割合だが,実 に重要な部門にスウェーデン人がスウェーデ ンの

資金でEU諸 国で研究す ることがる。 また, EU諸 国との共同研究 もある。

現在 はヨーロッパ諸国の工業製品の国際競争力を増加させる研究が盛んであ

る。EU自 体 は5ケ 年間毎の枠内計画で運用 している。現在,ス ウェーデ ン

は約1,100名 の研究者をEU諸 国に送っている。2002年 以降は人文科学,社

会科学系 にも奨学金 を増加する計画である。その 目的はヨーロッパ諸国の社

会的,文 化的発展 に寄与する研究がなされることである。スウェーデ ンは特

に環境問題 とエネルギー問題の研究に関与 している0

(74)未 来の大学,高 専への新 しい環境

 新 しい大学,高 専の時代は決して机上の空論ではな く,物 理的な形で現れ

て きている。全国各地で大学,高 専の新築,増 築,改 築が行なわれ,人 々の

目を引いている。新 しい時代の新 しい教育 を実践するには,新 しいことが実

現可能な新 しい建物が重要であ り,影 響することが議論された結果で もある。

今 日では大学,高 専の発展 は地域の振興発展 と密接 な関係があり,機 能的で

あると同時に美観的にも綺麗な大学が新築されている。一例だが,イ エテポ

リイ大学の新館は有名 なカスパー ・サ リー ン賞 に輝いた。新 しい大学,高 専

の特徴 は大窓のついた明るい図書館,研 究室,喫 茶部,グ ループ室,コ ンピ

ュータ室などが併設されていることである。学生や教師も心地良い学習環境

と楽 しい労働環境が備わっている大学に集中的に集 まる傾向がある。大学,

(20}
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高専の周辺に民 間の研究機関や会社 なども競って新築 されはじめている。大

学,高 専は学術地域 として良好な環境であることは当然 だが,地 方行政的に

も,市 街地か らあまり遠 くな く地域社会にも一般市民にも開放 された場所で

なければならない。大学,高 専は地域社会に対 して何か新 しいものを独創 し,

提供 して くれる場所だという期待感があるか らである。

 古い大学,高 専でもそのキャンパス内に次々 と新 しい綺麗な建物を新築 し

て更新 している0例 えば,ス トックホルム大学の地学館(ゲ オ ・ハウス)や

大講堂(ア ウラ ・マグナ)な どである。また,イ エヴレ高専は軍縮政策で不

要 となった兵舎や訓兵場の跡地 を利用 して新築されたし,ノ ルシェーピング

大学の敷地は1960年 代 まで操業 していた工場敷地跡 を利用 したもので,残 さ

れた高 くて太い煙突がその由来 を記念するもの とならている。参考 として

1999年9月1日 現在のスウェーデンの高等教育機関,研 究機関の名称を挙げ

ておこう。普通は 「大学」とか 「高専」を附けて呼んでいるので,「ウプサラ」

とは 「ウプサラ大学」のことであるし,「ル レオ工業」は 「ルレオ工業大学」,

「王立工業」は 「王立工業高専」,「舞踊」は 「舞踊高専」という意味である。

1:大 学(11)

  ウ プ サ ラ,ル ン ド,イ エ テボ リイ,ス トックホル ム,ウ メオ,リ ンシ

  ェ ー ピング,ル レオ工 業,カ ールス タ糞,ヴ ェ クシェー,オ レプロー謡,

 ス ウ ェーデ ン農 業,(*印 は1999年1月1日 創 立)

2:高 専(20)

 王 立 工業,ボ ロース,ダ ー ラナ,イ エ ヴ レ ・サ ン ドヴ ィー ケ ン,ゴ ッ

  トラ ン ド,ハ ルムス タ,カ ルマ ー,カ ールス クローナ ・ロ ンネヴ ィー,

 ク リハ ンス タ,シ ェヴデ,ト ロルヘ ッタ ン ・ウ ッデ ワ ッラ,ス トック

 ホ ルム ・スポー ツ,ス トックホ ルム教 育,マ ル メ,ミ ッ ト,メ ー ラダ

 ー レン,セ ーデ ルテー ンス,シ ャル メ ッシ ュ技術,ヨ ンシェーピ ング,

 ス トックホ ルム商業

(21)
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3:研 究 所(1)

  カ ロ リンスカ(医 学)

4:芸 術 系 高 専(9)

  舞 踊,演 劇,コ ンス トフ ァック(芸 術),王 立 芸術,ス トックホルム王

  立 音 楽,ス トック ホルム ・オペ ラ,ス トックホル ム演劇,イ ンゲ ス ン

  ド音 楽,ス トックホルム音楽教 育,

5:神 学 系 高 専(3)

  ヨハ ネス ン ド神 学(研 究所),神 学,オ レブ ロ ・ミッシ ョン(学 校),

6:保 健,看 護系 高 専(11)

  ブ レー キ ンゲ 国際保健,ボ ー デ ン看 護,ボ ロー ス看 護,エ ー シxタ ・

  シ ェ ー ンダー ル,フ ァール ン看 護,イ エ ヴ レ看護,ヨ ンシェー ピ ング

  保 健,西 シェヴ デ保 健,ヴ ェ ンネ ッシュボ リイ保健,赤 十字 看 護婦

  (学校),ソ フ ィアヘ ム看護 婦(学 校)

7:そ の 他(1)

  エ リ ック財団

注

(1) ス ウ ェー デ ン語 で 大 学 はuniversitet,高 専 はhbgskotaで 字 義 的 に は 「高等 学 校 」

  で あh,senior high schoolと 英 訳 さ れ る場 合 もあ る。

(2) Chalmerslca slojdskolan, Chalmaers tekniska hogskolanが 原 名 で あ る。[Ch8]は

  ス ウ ェー デ ン語 で は普通[!a]と 発 音 され るの で,日 本 語 で は 「シ ャ」 が 最似 音 と

  考 え られ る。

(3)M磁 βbe噌ar出1e虹1巨Toverketが 原 名 で字 義 的 に は 「マ リエ ベ リイ大 砲 教 習 所」 で

  あ る。

〔4) Ku∬ 郵i菖a te㎞i5ka h6幽ko1飢Lが 原 名 。

(5) 1900年 頃 に創 立 され た職 業 教 育 高 専 と創 立 年 。

  Tandlakarhogskola皿iStockhol皿,1898(ス トックホ ル ム歯 科 医 高専)

  Handelshogsk。lan i Stockh。ice, isas(ス ト ックホ ル ム商 業 高専)

(22)
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HandelshSgakolan i Goteborg,1923(イ エ テ ボ リイ商 業 高専}

VeterinarhSgskolan,1914(獣 医 高専)

5kogshogskotaze,1916(林 業 高専).

LanthrukshSgskolan,1932 (農 業 高専)
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 .:1968ars ntbildni皿gs utredning tiillsats Ordf.010f l、ennart Sa血dg5tena,

1968年 度 教 育 調査 委員 会,委 員 長0・ レ サ ン ドグ レー ン。

SO:Skoloverstyrelsen学 校 監査 委 員 会 。

UHt1:Univeraitet och hogskol Ambetet(教 育 省 大 学 高専 局)。

AMS:arhetslnarkロad尋gt買e1㈹ 皿 労働 市 場 委 員会(日 本 の 職 業安 定 所 に相 当)。

Karletad, V蘭 凸,む1ebroが 原名 。

この 教 育 予算 の年 度 は不 明 。

Uthild皿ingsdepartment:`Aen nya hSgskolan',1998.

VH53 V瓠kete fδ1 h姥3kolor se酬c¢ 高 専 サ ー ビス 所(教 育 省 高 等教 育 局 の 窓 口機

関)。

男 女 均 等 雇 用 法(案)J伽1帥alldhet皿e皿an kvi血for och皿f---1110皿utbildnings

omr$de(Prop.1994/95:164).

SCB:Konsf&rdelninge皿pa olika niv$er vid Svenska universitet ach hSgakolor,

1995/96.(中 央 統 計 局:ス ウ ェー デ ンの 大 学,高 専 にお け る各 部 所 別 男 女 比 率,

1995/96)よ り。

例 え ばKTH教 授 のMai'garetts Norell:GenusperspaXtiav z£orskning zss7.

Utbildninga department:Dem umga}aogskoia皿,19ss.

教 育省 騙:「 若 い高 専 」 よ り,当 時 の教 育 大 臣Karl Themの 緒 言 よ り。

(Prop.1996/97:141〕Hogskola皿s ledni皿g,1&rare och organisation,

(96/97:141法 案 〉 「高 専 の理 事,教 師,組 織 」 よ o

ス ウ ェ ー デ ンで は勉 強 や 学 習 はarbete「 仕事 」 と同様 に解釈 さ れて い る。

ま た,本 稿 で はstudie(英 語studyに 相 当)は 「学 習 」,£orakning(英 語re・

searchingに 相 当}を 「研 究」, institutzon(英 語in曲t皿t。 に 相 当)を 「研 究所 」と訳

した。

Svenska Institutet:Higher Edwcation in Sweden,1937, p.27.

(SOU.199fi:9fl)Sammanhdllet etudiestod.(奨 学 助 成 法 案)

ス ウェ ー デ ンの 通信 教 育 はDUKOM(Distans Utbildnings Ko皿 皿)通 信 教 育 委 員

会 の 管轄 で98年6月 よ り開 始,Honosand市 に事 務所 が あ る。

SUNETプ ロ ジ ェ ク ト予 算 は.,.年 度,13,Sao万 ク ロ ー ネで あ っ た。

(23)
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(33)

(34)

(35}

(鋤

(37)

(38)

(39)

Hogskolverket高 専公社。

各大学,高 専が教育省の出先機関ではなくて,独 立法人として法的にも独立する

ことを意味する0

前出,(1の と同一文書より。

スウェーデンでも大学,高 専内の人事昇格は トコロテン式の悪循環が完全に拭わ

れたとは言えまv㌔ 一一教授が定年退職すれば,長 年,彼 の膝元で苦労を重ねた助

教授が昇格する美談的伝続が過去にはあった。

大学,高 専内の教科 も伝統的なものが圧倒的に多い。必ずしも社会や時代や国会

などの要望に応えているとは限るまい。

夫学,高 専の教授の任命は教授審議委員会があり,書 類,推 薦者,審 議会などで

激しく選考審査 されるが,前 教授との個人的関係,学 歴,職 歴,研 究業績や推薦

者の個人的関係 なども影響すると考えられる。個人の教育能力などいかにして評

価するのか,猫 の首に鈴は附けられまい。

スウェーデン語ではForskarassistant A.djunkt Lektor, Professorで ある。伝統的

な助教授Do。e皿tを 廃止したのはなぜか,質 問はしたが応答はなかった。

スウェーデンでは教授は1教 科内の最高の教育と研究の責任者であり,伝 統的に

1教 科内に1人 で,員 外教授,臨 時教授,準 教授などもあるが,例 外的である。

しかし,講 師認定の際に教授認定の条件 まで持ち出すのはどうであろうか。

教科の分割と統合は時々行なわれる。例えば,英 語科を英語学科と英文学科に分

割 し教授を2名 とする。こうすれば,職 務は分担され,各 新設学科もまた発展す

る。

大学,高 専の理事に民間人の起用を促進したいのであろう。

1998年 度の教育省の研究助成予算は200億 クローネであった。

現在通用している研究政策は〔199fi/67:5)Foxalcning och samhalle.(「研究と社会」)

前項,(35)よ り引用。

前出,(26),(17>で は活動や運営は各夫学で決定するとしているN;rこ こでは予

算 と政策は国会が決定としている。根拠としているのは同じ法案(1996/97:141)

である。

中小の高専の大学院設置はHV(高 専公社)が 援助するとしている。

SCB:Educadan in Sweden,1999.
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